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放牧牛の低マグネシウム血症防止技術を確立するため ,

3種 の■8剤水溶液について嗜好性を比較し,更 に自由飲

水投与による予防効果を検討した。

2試 験 方 法

(1)第 1試験

供試牛 : 当場繁養黒毛和種成雌牛 2頭および子牛 1頭

を供試 した。

飼養方法 : 試験牛 3頭は閉鎖追込式牛舎で群飼し,濃

厚飼料は産肉能力検定 2号 を 1日 4″午前 9時に給与し,

粗飼料は牧乾草を自由採食させた。

Mg化合物水溶液の給与方法 : 硫酸マグネシウム,塩

化マグネシウム,酢酸マグネシウムの水溶液を 3者択一に

より,自由飲水させた(表 1)。

表1 供試水溶液濃度

Mg化合物 Mg濃度 (多/″ )

IgC12
MgSO`

(OHo C∞ )2 Mg

嗜好性の順位判定方法 : キャフェテリア方法
1)に
従い

各水溶液の欽水量を測定 して嗜好性の項位を決定した。

0)第 2試験
供試牛 : 当場繁養黒毛和種 8頭を供試した。

区構成 : 8頭の供試牛を4頭ずつ表 2の通り2区 に分
け,真水およびMgCi20 5%水 溶液を自由飲水させた。

表 2区 構 成

区 頭数 給 水 方 法 放牧面積

試験 1区

試験 2区

4

4

真水の自由飲水

M801205%水溶液の自由飲水
1 01h8

1 01 ha

放牧方法 : 供試牛は 5月 14口 まで開放追込式牛舎で飼

養し, 5月 15日 に昼食 連続放牧を開始した。供試牧区は
地形 ,面積ともにはぼ同様な隣接牧区とした。

給水施設 : 給水槽 (ド ラム缶 )は同形のものとし,隣

接 した位置で供試 した。

調査項目 : 31gC12 0 5%水溶液は 5月 21日 9:llll～ 6月

5日 13:∞ まで自由飲水させ,給与時期を表 3の ことく3

期に分けて飲水量を真水と比較した。

表 3 調査期の区分

間期

06
06
06

“

)第 3試験
供試牛 : 当場繁養黒毛和種13頭を供試 した。
区構成 : 13頭 ¢供試牛を表 4の通り3区 に分け,真水 ,

MgC12 0 5%水溶液およびMgC12 1 0%水溶液を自由飲水

させた。Mg 012水溶液の給与期間を,5月 19日 9:∞ ～ 6

月 4日 9:Ollと した。

放牧方法 : 供試牛は 5月 18日 まで開放追込式牛舎で群

飼 し,5月 19日 に昼食 連続放牧を開始 した。各区の牧区
面積は表 4の通 りである。

表 4区 構 成

区 頭 数 給 水 方 法 放牧面積

訓験 1区

試験 2区

試験 3区

4

4

5

真水の自由飲水

氏ρ1205%水溶液の自由飲水
llg012 1 0%水 溶液の自由飲水

101h3
1 01h8

1 26h8

調査項目 : 飲水量はMgC12水溶液の給与期間を表 5

のことく3期 に分けて日飲水量を比較 した。血液は午前 9

時に採取 し,直 ちに血禁を分離してその一部を分析に供し

7_。

表 5 調査期の区分

期

期

期

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

期

期

期

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

期期

3 試験成績及び考察

(1)第 1試験

3回の試験における各水溶液の飲水量 ,飲水量比 (%),

および測定期間内の平均気温は表 6の通 りである。統計的

有意差は乱塊法による分散分析とT ukeァの方法による多重

濃 度 (%)
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表 6 1rg化合物水溶液の飲水量

議鳳
測 定 期 間
(調査時間 ) 』群

飲 水 重 (ι ) 飲水量比 (%)
(C)(CHsCC)2町 IgS04 Ig 012 ( cH:Coz)z ug Ig SO` Mg C12

I 12:Otl～ 12:lX(24) 2 269

Ⅱ 12:∞ ～ 16:lXl(4) 2(1) 26

lll 16:lXl～ 12:lXl(20) 2(1 79 172

平 均 679

検定によった。

全試験を通じて各 Mg化合物水溶液の飲水量は,測定時
刻の相異および平均気温の相異にかかわらずMgC12,Mg
S04,(CH,C02)2 Mgの 順に高く,Mg C12カ

'最
も増好性

に優れているものと判断された(図 1)。

●)第 2試験
飲水量 ,IIg C12摂 取量,Mg摂取量を体重 500り に換算
した結果は表 7の通 りである。1,■ ,Ⅲ期ともに飲水量
に差は認められなかった。

表 7 飲水量及びIgC12,Ig摂取量

飲

木

螢

〆

＼
日飲水量 (′ /日 )

Mg C12
日

'潮

反目

全

％
I期 I期 IIl期 (認 )

試験 1区

調 険2区

191

21 9

88
105

108

125

有 意 性

＾
，
／
ｂ
）

(1)(口 )+S     (1)+1∝

図l M8化合物水溶液の
飲水量と気温

表 8 飲水量及びMg C12,Mg摂取量

注.*;P<005,**;P<001,*料 ;P<0001

た。MgC12及びMgの日摂取量は,I,■ 期ともに試験 3
区が有意に高く,lll期には有意な差は認められなかった。

血禁中 Mg濃度変化は図 2の通 りであり,各試験区につ
いて,開牧前後の血禁中Mg濃度を開牧直前値 (5/19値 )
と比較した結果は表 9の通 りである。試験 1区 は開牧直後
に有意な低下を示 したにもかかわらず,試験 2区及び試験

13)第 3試験

飲水量,MBC12摂取量 ,M8摂取量を体重 500″ に換算
して比較 した結果は表 3のとおりである。日飲水量は,1,
I期 ともに差は無 く,El期 に試験 3区が有意な減少を示し

3区では有意な低下は認められなかった。

表 9 各試験区のИ9値 との有意性
区 4/8 5/7 5/13 5/19 5/21 5/23 5/27 5/m 6/4

試験 1区 * 林 ** **

試験 2区 *

試験 3区 * * * *

注 *;P<005,料 ;P<001

以上の結果から,MgC12 1 o%水 溶液を飲水させた場合
には,11日 日以降に飲水量が減少するものと考えられ,Mg
C1205%水溶液では 15日間与えても飲水量は減少せず,
真水と同様に飲水するものと推定された。MgC12 0 5%水

溶液を与えた場合には,血栞中 Ig濃度の低下は殆んど認
められず,著 しい低下を防げるものと考えられた。
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図2 血栞中Ig濃度変化


